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2014年 3月 7日(金)第 1606回 

卓 話  「 大相撲春場所 」 

卓話者  出羽海 昭和 様 

今週の歌「 君が代 」「 奉仕の理想 」 

    「 バースディソング 」 

お客様の紹介 出羽海 昭和様(出羽海部屋親方) 

       奥垣内 久子様(祥雲寺) 

              松本慶二様(松原ＲＣ会長) 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○会員・奥様誕生祝い（3月度） 

 北側 一雄 会員(2日) 藤永 華恵 様(17日) 

○結婚記念祝い（3月度） 

 藤永  誉 会員(17日) 徳田 稔 会員(27日) 

 澤井 久和 会員(27日) 
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四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：池田茂雄 編集者 :綿谷伸一 

2014年 3月 14日第 1606号 

本日の例会 

 

時間 

 

2014年 3月 14日(金)第 1607回 

卓 話 「 飲水思源 」 

卓話者 米山奨学生 レン・リン様   

今週の歌「 それでこそロータリー 」 

    「 草原情歌 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（３月度） 

  笹山悦夫会員（第１回） 

2014年 3月 21日(金)第 1608回 

例会変更 及び 親睦家族旅行 

於いて、出雲大社   

次回の例会 

 

時間 

 

＜3月 7日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員 31名･準会員１名) 32名 

出席会員             21名 

欠席会員              11名 

ゲスト                2名 

ビジター              1名 

1月 31日(金)の出席率  87.09％ 

 

今週の歌 「草原情歌」 

はるか離れた そのまた向こう 

誰にでも好かれる きれいな娘がいる 

誰にでも好かれる きれいな娘がいる 

http://www.sakai-kita.jp/
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卓     話 
 

 

「 私の相撲人生 」 

    出羽海部屋 出羽海 昭和 様 

 

 この度、出羽海部屋師匠を拝名しました出羽海昭和と申します。 

 突然この様な時間を頂き上手く話せるかどうかわかりませんが、私の今迄を振り返り

そしてこれから考えています事をお話しさせて頂きます。中学生の頃は御多分にもれず

野球を楽しんでおりましたが身近で父（小城ノ花・現高崎親方）や 弟（小城錦・現中

立親方）が相撲をやっており自分には向いてないと言われましたが、おもしろそうだと

思い昭和５８年６月に入門しました。入門したばかりの稽古は非常に厳しく足はしびれ、

冷たく、感覚がなくなり足の裏の皮がめくれてもわからない程でした。１日の始まりは

朝５時の清掃に継ぎ稽古、終わるとちゃんこ番です。食べるのは師匠、親方兄弟子と続

き自分達幕下は最後です。午後の１時を回るのは日常の事でその後片付け、洗濯をし、体

を作る為の昼寝を 30 分から１時間し、又夜のちゃんこの準備にかかります。私達が就寝

できるのはその片付け、先輩の世話、買い物、洗濯を終えどうしても１１時過ぎとなりま

す。 

 そんな毎日の繰り返しですが密かな楽しみもありました。そのうちの１つ2つを話しま

す。序二段では下駄を履き三段に上がると雪駄を履ける様になります。兄弟子から古くな

った雪駄をもらい隠し持って外出し途中で履き替えて歩いた事を思い出します。 

又幕内に上がると博多帯をキュッと締めコートを着て外出が出来るようになり憧れでも

あった時です。 

 その様に相撲人生を歩く時、私には良きライバルがおり励みになり稽古にも熱が入りま

した。番付が上がるのも一緒で楽しかったのですが２２歳になった時、そのライバルが心

不全で急死した時は相撲を止めたいと思った程です。当時の師匠も同じ様な気持だったと

後日聞き感慨深いものがありました。 

 振り返ってみますと、関取になり自由時間と金銭的なゆとりができた時より雪駄、角帯、

コートで歩くのを思い描いた時の方が楽しかった様な気がします。 

 そして今出羽海師匠を拝名し現在に至っております。田子ノ浦部屋（元久島海）が心不

全で急逝し部屋の力士数名を引き受け双方の弟子で大所帯となりました出羽海部屋を盛

り上げ強い力士を育てる為親方衆と力を合わせ皆様方の御声援を頂きそれを糧に頑張っ

ていきたいと思います。 

 本日は有難うございました。不慣れ故この様な話ししかできませんでしたがその分質問

等有りましたらお受け致しますので宜しくお願い致します。 

 

①相撲取りは何故もてる。今一番もてる人は？ 

※バレンタインデーのチョコがバロメーターの様です。 個人名は差し控えます。 

②入門しても関取に成れない人は？ 

※なれる人は少なく100人中十両で5～6人です。 

③朝稽古の頑張りについて、出稽古、スカウトについて？ 

 ※現在は相撲人口が激減しており良い人材がいたら教えて欲しい。 

 ※出稽古は近い所で関取のいる所に行っています。 

④外国人力士と日本の力士について？ 

 ※体力的、精神的な面で様々な事がでてくると思いますが頑張りは一緒だと思います。 

  又モンゴルにはモンゴル相撲がありその流れからも強い力士が育っているのではと

考えます。 
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会 長 の 時 間 

委 員 会 報 告 

⑤鶴竜、遠藤について？ 

 ※鶴竜は優勝すれば横綱ですが遠藤の様な若い力士も今後が楽しみで部屋を越えて応

援したいものです。 

⑥相撲界の世代交代、若者を相撲好きにするには？その活動は？ 

 ※各種イベントの参加、幼稚園、学校等に出向く（若いお母さんにも相撲好きがいる） 

⑦年収についても有りましたが編集者独断でカットします。 

⑧祥雲寺和尚の良い所は？ 

 ※いつも年下の自分に丁寧に敬語を使って話され感謝しております。又親切で色々な相

談にも乗って頂き嬉しくおもいます。 

 

初めての経験でなかなか上手にお話ができず良い経験になりました。ありがとうござい

ました。 

最後に御願いがあります。 部屋の方に遊びに来て頂き稽古でも見て励まして頂きたいで

す。又後援会もありますので、興味のある方は綿谷さんか那須和尚さんまで言ってくださ

い。  

 

 

 

会長 城岡 陽志 

 

今日は稲盛さんの話をします。稲盛さんは成功の法則として、方程式があると力説してい

ます。それは能力×熱意×考え方で決まると言っています。 

能力には 1から１００まである。 

熱意も１から１００間である。大事なのは考え方である。これは例えば、詐欺で儲けよう

とか、法律に触れる商法とか、マイナスの考え方もあれば、前向きに素直な考え方もある。 

方程式なので、掛け算するので、能力があって、熱意があっても、考え方がマイナスであ

れば、答えは０となる。人間は正しい考え方が、成功のためには絶対条件であるという意

味がよく理解できます。我々も縁あって正しい生き方を教えてくれるロータリーに籍を置

いているので、よく学んで成長しましょう。 

 

 

 

社会奉仕委員会 

社会奉仕委員長 坂田兼則 

｢仁徳天皇陵清掃活動｣に参加 

 

平成２６年 ３月 ９日（日）、２５年度第２回｢仁徳天皇陵清掃活動｣に参加。 

晴天のなか、集合時間の９：２０にはほとんどの会員さんが集まって下さいました。 

９：３０には挨拶、説明があり９：４０には各団体による清掃活動が開始されました。 

我が堺北ロ－タリ－の清掃範囲はいつもどおり仁徳陵の南面の遊歩道約６５０ｍ、正面の

歩道側溝の溝蓋を取り、溝にあるゴミ掃除から始まり、今回も当日まで青山ウォークに参

加した中川会員も参加し、池田会員による集合写真から清掃活動が開始されました。 

今回は、秘密兵器（風吹き集塵機）が無いためか、城岡会長の動きが何か物足りなさそう

で、おかげで効率の良い清掃活動ができました。ガールスカウトの子供たちと一緒になっ

て、約１時間３０分余りの清掃活動を行い、気持ちの良い汗をかくことができました。                
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Ｓ Ａ Ａ 報 告 

そ の 他 

いつも参加いただいております松岡夫人、有難うございました。参加いただきました皆様

に感謝。 

参加者 会員・ご夫人  １８名  

ガールスカウト １０名 

        合 計 ２８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松原ＲＣ会長松本慶二様 出羽の海親方の卓話を聞かせて頂きまして。 

新井茂文会員 次期会長山ノ内さんのロータリー財団４回目の委員長弱腰ですが 

精一杯努めます。３月９日関空ホテルに出席します。 

城岡陽志会員 出羽の海親方の卓話、楽しみにしています。 

松原ＲＣ松本会長メーキャップ有難うございます。 

嶽盛和三会員 出羽海親方の卓話楽しみにしております。 

綿谷伸一会員 出羽海親方お忙しい中卓話にお越し下さり有難うございます。 

中田 学会員 坂上さん今月より宜しくお願い致します。 

中川 澄会員 出羽海親方、ようこそいらっしゃいました。 

卓話よろしくお願いします。 

明日は青山大会です。皆様応援電話よろしくお願いします。 

藤永 誉会員 綿谷さん・中川さん・笹山さん明日頑張って下さい。 

合 計 ２７，０００円 

 

 

（１） 本日の配布物 

・週報 

（２） 幹事報告 

本日、例会終了後理事会を開催致しますので、理事役員の方はお集まりください。 

３月２１日(金)は祝日の為例会は休会。 

３月２８日(金)は例会変更及び親睦家族会の為、例会はございません。 

お間違いなきようお願い致します。 

 

 

 

 

第９回  定例理事会 

2013-2014年度理事会構成メンバー 

城岡、山ノ内、綿谷、中川、藤永、國井、那須、中田、山中、坂田、宇瀬、徳田、 

辰、塩見 

（計１４名中１０名出席で理事会成立） 

日 時  ２０１４年３月７日（金）例会後 

場 所  「ＰＡＮＴＡＲＯＮ」 会議室 

幹 事 報 告 
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議 案   

１． ２月度１１ＲＣ連絡会報告の件 －承認 

２． 次年度米山世話クラブ引受の件 －引き受ける 

３． 例会変更 親睦家族旅行の件 －承認 

４． ベトナム人留学生との食事会の件 

  堺にベトナム領事館があることをふまえ、会長から、ベトナムとの交流を深めるため

ベトナム人留学生と食事会を開催してはどうかとの提案→国際奉仕委員会において

検討 

５．2014-15年度理事・役員・委員会表の件 －承認 

６．三上会員出席規定適用免除申請の件 －承認 

７．笹山会員広報委員会委員追加選任の件 －承認 

８．手続要覧配布について 

2014-15年度の全理事分クラブで購入し、全理事に配布。 

その他に３部購入し事務局備え付け 

９．「声」の箱投書について 

  外出が多い会員の連絡の便宜、経費節減のため、希望者については、事務局からのお

知らせをメールだけ（ないしメールとＦＡＸ）で送信してはどうか。 

→アンケートを実施し、メールだけ受信を希望する会員にはメールだけで連絡を行う 

 

２月度 堺１１RC連絡会 

 

日時：2014年2月13日(木)16：30～ 

場所：ホテル第一堺 

＜議案＞ 

① 東日本復興支援キャンペーン実施の件 

（堺泉ヶ丘RC） 

2月23日(日)10時から14時泉ヶ丘駅前噴水広場にて開催 詳細は別紙パンフレット

を参照 

② 申し送り事項の確認の件（堺東RC） 

申し送り事項のNO.9弔事の際の他クラブへの連絡及び措置 

・会長死亡の場合：弔電、全会員へ通知 

・会員及び配偶者死亡の場合：クラブへの通知 

上記の通り変更 

③ 新春合同例会御礼と会計報告（堺中RC） 

別紙参照 

④ その他 

防災対策セミナーを下記の通り開催、ご参加をお願いします。（堺おおいずみRC） 

2014年3月15日(土)14：00～15：30堺市産業振興セミナー（旧、ジバシン南大阪） 

 

次回連絡会 

開催日時：2014年3月12日(水)16：30～（中止） 

場  所：サンパレス３階 

ホスト ：堺中ロータリークラブ 
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３月度結婚記念祝い おめでとうございます。 

３月度奥様誕生祝い おめでとうございます。 

河津桜咲きました。 
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会　　　　長(役員) 山ノ内修一 クラブ奉仕

会長エレクト(役員) 綿谷伸一 職業奉仕

副　 会　 長(役員) 坂田兼則 社会奉仕

幹　　　　事(役員) 塩見　守 国際奉仕

Ｓ 　Ａ　 Ａ(役員) 木畑　清

会　　　　計(役員) 池田茂雄

副幹事　 藤永　誉

副ＳＡＡ 笹山悦夫

相談役会 幹事　山中喜八郎

委員会名 委 員 長

会員増強委員会 山中喜八郎

 クラブ奉仕部門

親睦活動委員会 徳田　稔

　担当理事 徳田 稔 広報委員会 坂田兼則

出席委員会 笹山悦夫

 職業奉仕部門

　担当理事 宇瀬治夫

 社会奉仕部門 　社会奉仕委員会 中田　学

　担当理事 中田　学 　新世代委員会 澤井久和

 国際奉仕部門
国際奉仕委員会 嶽盛和三

　担当理事 嶽盛和三 ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会 新井茂文

米山奨学委員会 小西幹夫

会長直轄委員会 囲碁大会準備委員会
委員長
宇瀬治夫

同好会名

写真同好会

ゴルフ同好会

歩こう会

グルメの会

囲碁同好会

中田、塩見

池田、中川、藤永

國井

宇瀬治夫

北側、山田

米澤邦明

藤永　誉

綿谷伸一

小西幹夫

藤永

澤井久和

宇瀬、坂田、辰

泉谷、畑中

池永隆昭

藤永　誉

城岡陽志

村上

堀畑好秀

宇瀬治夫

　職業奉仕委員会

徳田　稔

代表世話人 世話人

会員全員

山中、澤井宇瀬治夫

綿谷伸一
坂田、中田、三上、米澤、小西、
濵口、嶽盛、山崎、中川、藤永、
村上、笹山、畑中、池永

部　　門

そ　 の　 他
監査担当 國井　豊　

委　　　　員副委員長

那須宗弘

笹山悦夫

2014年～15年度 理事役員・委員会委員一覧表

2014-15年度RI会長　　ゲイリー C.K. ホァン

2014-15年度RI第2640地区ガバナー　辻　秀和

直前幹事 中川　澄

理　　事　・　役　　員

直前会長 城岡陽志 

辰　正博 城岡、嶽盛

中川、笹山

木畑、米澤

池田

同  好  会

宇瀬治夫

中田　学

嶽盛和三

構成員は主として
会長経験者

目的＝クラブ発展に向けての提言及
び人材育成

副委員長
塩見  藤永

坂田



 -- 8 -- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
キリマンジャロ山麓の村に温暖化に関する教育を 
 
タンザニア、キリマンジャロ山麓にある村、マチャメ（Machame）。ここに住む教師、バーソローミュー・

ミーナさんの「理科室」には、何冊もの「ナショナルジオグラフィック」誌、火山の模型、太陽熱料理器な

どが無造作に置かれています。しかし、この部屋を目にしたロータリー元奨学生、エイミー・キャスパーさ

んは、この光景にすっかり魅了されました。 

 

「子どもたちが学校でやるような理科の実験が、すべてあの部屋に詰まっていた」とキャスパーさん。現在

はキャピタルスクエア・ロータリークラブ（米国オハイオ州）会員となったキャスパーさんは、この部屋の

様子から、環境問題に対するミーナさんの情熱を強く感じ取りました。地球温暖化によってキリマンジャロ

山の氷河が溶けつつあると聞いたキャスパーさんは、「山の周辺に住む人びとに温暖化による地元環境への

影響について知ってもらう必要がある」 と考え、ミーナさんと協力することを思い立ちました。 

 

彼女はその後、気候変動の研究で有名なオハイオ州立大学Byrd Polarリサーチセンターにミーナさんを紹介。

気候変動に関する教育を使命とする同センターは、タンザニアの人びとへの教育のためにミーナさんと協力

することに同意しました。さらにキャスパーさんは、ロータリーのネットワークを駆使して、オハイオとマ

チャメのロータリー会員からの協力も得ることに成功しました。 

 

Byrd センターが情報と資料を提供し、それを基にミーナさんがスワヒリ語の教材や資料を作成、そしてロ

ータリー会員がこれを発行、配布、宣伝することになりました。また、啓蒙用ポスターの作成、コミュニテ

ィでのセミナーとワークショップの開催、タンザニアとオハイオの研究者の相互派遣も計画しています。 

 

ロータリーという土台がなければこの活動は不可能だった、とキャスパーさんは語ります。「これは、人と

人とのつながりから生まれたプロジェクトです。ロータリーを通じて自分も人を助けたり、社会に貢献でき

ることがわかりました」 

 

キャスパーさんとロータリーとの出会いは、1993 年、ロータリー国際親善奨学金を通じてオックスフォー

ド大学に留学したときでした。「エイミーは元気いっぱいで情熱的な学生だった」と当時ホストファミリー

だったジョーンズさん夫妻は振り返ります。夫婦ともにロータリアンである二人は、留学生だったキャスパ

ーさんをクラブの活動や奉仕プロジェクトに誘い、一緒にボランティア活動をしました。その10年後、タ

ンザニアのロータリー会員をキャスパーさんに紹介したのも、ジョーンズさん夫妻でした。 

 

「ホストファミリーのお父さん（ジョーンズさん）は、今も私を実娘のようにかわいがってくれる」とキャ

スパーさん。「おかげで、ボランティア奉仕が私の人生の一部となりました」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事執筆：Arnold Grahl  ロータリーニュース 7-Mar-2014 

 

米国オハイオ州のロータリアン、エイミー・キ

ャスパーさんと、タンザニアの理科教師、バー

ソロミュー・ミーナさん。2009 年にキャスパ

ーさんがタンザニアを訪問時に撮影。この出会

いがきっかけとなり、キリマンジャロ山麓の村

で地球温暖化に関する教育プロジェクトが生

まれました。 

写真提供 Photos courtesy of Amy Kaspar 


